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生
れ
た
村
に

澄
ん
だ
青
空
が
お
り

無
垢
の
幼
い
者
た
ち
は

空
に
手
を
さ
し
の
べ
て

夢

を

さ

が

す

：

明
る
＜
て
く
つ
た
く
の
な
い

十
月
の
神
様
は

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き

．

若

者

に

は

進

し

さ

を

少

女

に

は

ま

ろ

や

か

さ

を

そ
し
て
心
病
む
人

か

ら

だ

病

む

人

に

も

ま
ん
べ
ん
な
く

フ
ラ
ン
ネ
ル
の
よ
う
な

陽
ざ
し
を
ふ
り
ま
い
て

去
っ
て
ゅ
＜

秋
の
向
う
側
へ

十
月
の
う
た

`
‘
•音
―
―
-
=
u
-
-
＝
＝
-
u
u
u
-
m
=
=
＝
m
m
-
＝
＝
＝
＝
-
＝
目
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
u
-
―
―
-
＝
＝
=
ー
-
m
n
=
＝
-
m
=
＝
=
＝
=
＝
m
-
＝
＝
＝

-i
i

十
月
の
行
事
予
定
表

、
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総

務

課

一

八

日

月

例

監

査

―

二

日

消

防

幹

部

会

税

務

課

二
五
日
村
民
税
第
二
期
納
期
限

住

民

課

r

一

日

危

険

物

処

理

日

四

日

三

才

児

検

診

母
子
セ

ソ
タ
ー

五

日

三

才

児

検

診

須

釜

支

所

二
―
―
日
戸
籍
事
務
協
議
会
石
川
方
部

会
総
会
（
本
庁
）

』一
九
日
狂
犬
病
予
防
注
射

西
部
地
区

二
0
日

狂

犬

病

予

防

注

射

東
部
地
区

下

旬

民

生

委

員

協

談

会

（

本

庁

）

産

業

，

課

五

日

！

七

日

開

拓

パ

イ

P
ヅ

ト
地
区

委
員
会

.

七

日

農
業
改
良
推
進
役
員
会

ニ
O
H

石
川
地
方
農
業
改
良
推
進
員

会
長
会

二
五
日
ー
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
部
落
説
明

会

事

業

課

二
日
ー
七
日
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
査
定

企

画

室

二

日

国

調

閲

覧

最

終

日

二
0
日

農

業

委

員

会

教

育

委

員

会

公

民

館

1
0
日

村

民

体

育

祭
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主

（
総
務
課
主
事
）

事

野

ロ

サ

ッ

子

（
総
務
課
主
事
）

主

事

補

車

田

保

（
事
業
課
主
事
補
）

住

民

課

主
幹
兼
住
民
係
長

石

井

清

助

（
住
民
課
長
）

国

保

係

長

大

木

嘉

彦

（
総
務
課
税
務
係
長
）

衛

生

係

長

森

清

重

〗
,

（
年
金
係
長
）

建

設

課

建

設

係

長

小

針

康

敬

（
事
業
課
建
設
係
長
）

主

事

小

針

成

男

（
事
業
課
主
事
）

主

事

矢

部

常

政

（
事
業
課
主
事
）

主

事

甫

小

針

表

主

家
屋
調
査
に

御

協

力

を

昨
年
十
月
一
日
に
農
地

法
が
改
正
に
な
り
、
従
来

の
法
定
小
作
料
が
廃
止
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
の
小
作
料
は
当
事
者

間
で
決
め
て
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
目

安
と
な
る
小
作
料
の
標
準

額
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
五
年

十
月
一
日
以
前
よ
り
の
小

作
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和

-
0月
中
旬
よ
り
、
家
屋

の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

す
か
ら
、
役
場
の
係
員
が

出
向
い
た
時
は
、
よ
ろ
し

く
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

ぃ

玉月1村の水田における小作料の標準額

農ど区分 小作料の標準額 備 、 考

:::~ 言言言！言;~
下地域 標準額を定めない , IOアール当の収屈が 7俵未満の水田

R 農地区分については農業委員会に図面があります

五
十
五
年
九
月
三
十
日
ま

で
従
前
の
法
定
小
作
料
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

主

鱈
註
小
作
料
の
標
準
額
が
決
定

企

画

室
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li度
璽
眉
應
ご

し

ー
戸
籍
制
度
の
あ
ら
ま

戸
籍
と
い
え
ば
、
出
生
の
戸
籍
（
明
治
五
年
か
ら

ん
し
ん

死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
な
ど
同
十
九
年
ま
で
）
を
壬
申

を
市
役
所
、
町
村
役
場
に
‘

'，戸
籍
と
も
呼
ん
で
い
ま

届
け
る
と
き
と
か
、
入
学
す
。
こ
の
よ
う
に
古
い
時

就
職
、
結
婚
成
い
は
、
相
代
の
戸
籍
制
度
か
ら
段
々

続
登
記
を
す
る
と
い
う
よ
と
進
化
し
て
現
在
の
よ
う

ぅ
な
と
き
に
戸
籍
謄
本
の
な
戸
籍
制
度
が
で
き
上
っ

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
あ
た
も
の
で
、
長
い
歴
史
と

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
と
伝
統
と
そ
し
て
完
備
し
た

き
に
思
い
出
す
こ
と
で
し
こ
の
戸
籍
制
度
は
、
世
界

に
も
全
く
そ
の
類
例
が
な

よ
う
。こ

の
戸
籍
制
度
は
い
っ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど

こ
ろ
で
き
た
か
と
い
い
ま
立
派
な
も
の
で
す
。

す
と
、
わ
が
国
で
は
武
家
そ
の
主
な
内
容
は
、
人

時
代
似
前
に
戸
籍
制
度
ら
の
出
生
か
ら
死
亡
に
至
る

し
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
ぅ
ま
で
の
身
分
の
う
つ
り
か

で
す
。
徳
川
時
代
に
は
‘
わ
り
を
届
出
な
ど
に
基
づ

各
地
方
ご
と
に
、
課
税
、
い
て
、
公
簿
で
あ
る
戸
籍

そ
の
他
行
政
的
な
面
か
ら
簿
に
登
録
し
、
こ
れ
を
公

宗
門
と
か
人
別
帳
な
ど
の
に
証
明
す
る
も
の
で
あ
り

制
度
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
親

制
度
に
ょ
っ
て
一
般
庶
民
子
と
か
夫
婦
と
か
兄
弟
姉

の
身
分
関
係
な
ど
も
、
明
妹
と
い
う
身
分
関
係
の
発

ら
か
に
さ
れ
て
い
た
よ
ぅ
生
や
消
滅
を
戸
籍
の
届
出

で
す
。
（
身
分
関
係
と
は
に
結
び
つ
け
て
、
実
際
の

夫
婦
‘
親
子
と
か
兄
弟
な
身
分
の
う
つ
り
変
り
を
戸

ど
の
よ
う
に
親
族
関
係
上
籍
に
記
載
し
、
戸
籍
を
み

の
地
位
を
い
い
ま
す
0
'
;

れ
ば
各
人
の
身
分
関
係
が

明
治
四
年
に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

全
国
的
に
戸
籍
制
度
が
で
か
。
一
見
し
て
判
る
よ
う

き
、
翌
五
年
か
ら
施
行
さ
に
仕
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

れ
た
心
の
で
、
そ
の
時
か
個
人
の
秘
密
に
属
す
る
こ

ら
今
年
は
丁
度
百
年
に
あ
と
は
一
切
戸
籍
に
記
載
す

た
る
わ
け
で
す
。
＂，

し

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

．

明
治
五
年
は
壬
申
（
み
戸
籍
に
は
、
届
出
な
ど

ず
の
え
、
さ
る
）
＂
の
年
で
に
基
づ
い
て
記
載
す
る
こ

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ほて認ぽ婚婚事な ・vこいさ判要所のにる にがそ甲亡出し丁間 こはか出 必とそ
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小高チーム優勝
てこおかと父な女め子釘＾足
き と い ‘ に と い と 子籍父て

、までて日も氏ばいとにな
すさ，も常な＾か う ：し は し"
° し ‘ の る 姓 り 記 て‘子

へざい家じシカ~載長夫，Jツ ,

わろ庭‘が ‘が男婦と
りい生そ違実な ，、と .・と，^し
がろ活のう際さかのて
でなにほこのれ長間‘

ま
た
、
養
子
の
場
合
も

同
じ
よ
う
に
、
＇`実
際
に
養

子
と
し
て
他
か
ら
子
を
も

ら
い
受
け
、
養
育
じ
て
心

養
子
縁
組
の
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
、
法
律
上
養
子

と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い

の
で
、
養
親
が
死
亡
し
て

も
そ
の
相
続
人
に
な
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す。戦
を
展
開
し
た
結
果
、
小

高
チ
ム
が
五
年
連
続
優

勝
を
ね
ら
っ
た
北
須
釜
チ

ー
ム
を
破
り
優
勝
し
ま
し

こ
。f
 

合
決
勝
戦
、
．
準
決
勝
戦
の

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

ふ

決
勝
準

V
•

一
―

小
↓高

2
9ーー

0
川
、．． 
辺

北
須
釜
2
ー
上

0
南
須
釜

、心

決
：i

．勝

小
高

2

—
ー

'
0
北
須
釜

こ
の
よ
う
に
戸
籍
と
い

う
も
の
は
、
国
民
の
生
活

関
係
と
直
接
の
結
び
つ
き

が
あ
り
ま
す
の
で
、
怠
ら

ず
正
確
に
そ
し
て
早
く
届

會
9
9

危

険

物

処

理

事

業

の

実

施

こ
の
た
び
村
に
お
い
て

危
険
物
捨
場
を
設
置
し
次

9

に
よ
り
収
集
車
を
運
行
し

¢
て
危
険
物
処
理
に
当
り
ま

す
か
ら
多
数
利
用
さ
れ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
危
険
物
捨
場
玉
川

村
大
字
吉
字
五
駄
刈
四

五
番
地
の
三
。

二
、
危
険
物
収
集
日
毎

月
一
日
（
但
し
日
曜
、

祝
祭
日
の
時
は
そ
の
翌

日
と
す
る
）

三
、
危
険
物
一
時
集
荷
所

（
川
辺
区
内
）
小
学
校

正
門
前
、
宮
ノ
前
。

（
山
崎
宅
前
）

松
江
田

池
堤
、
赤
坂
国
道
交
叉

点
横
゜

（
蒜
生
区
内
）
神
社
入

ロ
国
道
側
。

`
（
小
高
区
内
)
首
藤
電

機
店
裏
、
神
社
裏
危
険

物`
捨
場
、
羽
根
石
橋
西

}
s
.

f
 

・ー。
≪

租（
中
区
内
）
駅
前
国
道
東

側
、
小
針
武
夫
宅
裏
国

道
側
、
中
公
民
館
下
、

双
羽
電
機
工
場
裏
゜

（
岩
法
寺
区
内
）

i

芸
大
正

橋
た
も
と
、
道
祝
地
内

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

扇
似
下
次
号
に
つ
づ
く
）

t

そ
，
＇

J

福
島
地
方
法
務
局

b

玉

川

村

役

場

三
叉
路
、
お
寺
下
三
叉

路
。

（
竜
崎
区
内
）
｀
公
民
館

前
、
下
境
沢
橋
た
も
と

新
旧
国
道
三
叉
路
南
ロ

（
商
須
釜
区
内
）
南
宿

集
会
所
前
、
北
ノ
宿
四

ッ
角
、
奥
平
旧
散
宿
所

前
。

（
北
須
釜
区
内
）
蟹
沢

橋
た
も
と
、
集
荷
所
前

小
泉
バ
ス
停
留
所
前
、

下
舘
石
十
字
路
側
。

二
吉
区
内
）
集
荷
所
前

（
山
小
屋
区
内
）
公
民

機
械
置

館
前
。

（
山
新
田
内
）

場
横
。

t

,

J

ベ
四
辻
新
田
区
丙
）

:'坤
械
置
場
裏
0

,9.

四
、
危
険
物
処
理
要
領

日
危
険
物
は
当
日
の
午
前

八
時
三

0
分
ま
で
に
一

時
集
荷
所
へ
出
荷
す
る

こ
と
。
（
指
定
日
以
外

は
絶
対
に
出
荷
し
な
い

こ
と
）

口
集
荷
物
は
ガ
ラ
ス
、
瀬

戸
物
、
空
ビ
ン
、
空
缶

金
物
類
等
の
危
険
物
だ

げ
と
し
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

や
ビ
ニ
ー
ル
製
品
等
は

自
分
の
家
で
焼
却
処
理

し
危
険
物
と
し
て
集
荷

し
な
い
こ
と
。

日
危
険
物
を
集
荷
す
る
場

合
は
必
ず
肥
料
や
飼
料

等
の
空
袋
に
入
れ
纏
や

ひ
も
で
結
ん
で
散
乱
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

三
な
い
運
動
を

お
し
す
す
め
よ
う

あ
い
か
わ
ら
ず
酒
の
み

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が

ふ
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
県
民
総
ぐ
る
み
で
’ヘ

次
の
三
な
い
運
動
を
お
し

す
す
め
て
い
ま
す
。

．＇

あ
な
た
自
身
の
た
め
｀

1

三
家
族
の
た
め
、
さ
ら
に

ず
べ
て
の
人
の
安
全
の
た

機‘

め
酒
の
み
運
転
防
止
に
努

め
ょ
う
。

',,，̀，

ー
、
飲
酒
し
た
ら
、
運
転

し
な
い
。

2
へ
．飲
酒
さ
せ
た
ら
、
運

転
さ
せ
な
い
。

'

3
へ'‘
運
転
す
る
も
の
に
は

5

飲
酒
を
さ
せ
な
い
。
：
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児
童
手
当
制
度
は
、
わ

が
国
社
会
保
障
刷
度
の
な

か
で
ま
だ
実
現
し
て
い
な

い
唯
一
の
制
度
と
し
て
、

ま
た
、
児
童
福
祉
の
増
進

を
は
か
る
う
え
で
の
重
要

な
制
度
と
し
て
、
そ
の
早

期
実
現
が
か
ね
て
か
ら
懸

案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
さ
き
の
国
会
に
お
い

て
童
手
当
法
が
成
立
し
、

い
よ
い
よ
明
年
一
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
制

度
の
お
も
な
点
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
よ
う
。

一
、
制
度
の
目
的

児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
児
童
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童

の
育
成
の
場
で
あ
る
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定
を

は
か
る
と
と
も
に
次
代
の

社
会
を
に
な
う
児
童
の
健

全
な
育
成
と
資
質
の
向
上

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

二
、
支
給
を
受
け
ら
れ
る

人
と
手
当
の
額

一
八
歳
未
満
の
児
童
三

人
以
上
養
育
し
て
い
る
者

に
対
し
て
、
三
人
目
以
降

の
児
童
で
義
務
教
育
終
了

前
の
も
の
に
つ
き
月
額
三

千
円
の
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
人
が
高
額
の
所
得
が
あ

る
場
合
に
は
、
支
粕
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す

J

昭
和
四
十
六
年
度
で
は

扶
養
親
族
等
五
人
の
場
合

で
、
前
年
の
収
入
が
二
百

万
円
以
上
で
あ
る
と
き
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
支
給
の
対
象
と
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ク竜

崎

南
須
釜

ん‘ククII 山
小
屋 辺

部＂洛

南
須
釜

均
お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

な
る
三
人
目
以
降
の
児
童

は
段
階
的
に
拡
大
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で

最
初
の
年
（
昭
和
四
十
七

年
一
月
か
ら
昭
和
四
十
八

年
三
月
ま
で
）
は
こ
れ
を

五
歳
未
瀾
の
児
童
と
し
、

昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら

昭
和
四
十
九
年
三
月
ま
で

は
一

0
歳
未
満
の
児
童
に

拡
げ
、
昭
和
四
十
九
年
四

月
か
ら
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
と
な
り
ま
す
。
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三
、
支
給
を
受
け
る
方
法

児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
は
、
市

役
所
や
町
村
役
場
に
申
し

出
て
、
市
町
村
長
の
認
定

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
認
定
さ
れ
れ
ば
、
毎

年
二
月
、
六
月
、
一

0
月

の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
手
当
が

ま
と
め
て
市
町
村
か
ら
支

払
わ
れ
ま
す
が
、
昭
和
四

十
七
年
一
月
分
と
二
月
分

（
七
月
分
の
出
生
屈
露
か
ら
）

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

大

野

、文

枝

貞

夫

長

女

（
八
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

田

子

一

憲

又

四

郎

孫

三

瓶

力

弥

政

由

ク

仁

井

田

祐

次

郡

次

ク

大

野

ご

由

紀

枝

清

三

郎

ク

大

越

み

ど

り

爾

幸

二

円

谷

力

重

久

孫

増

子

美

香

サ

タ

ク

熊

谷

美

枝

子

『

直

勝

ク

滝

ロ

ュ

リ

ャ

イ

ク

④
新
ら
し
い
番
号
簿
を
配

布
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
郵
便
番
号
簿
を

十
月
中
一
戸
一
冊
お
配
し

ま
す
大
切
に
保
管
し
て
ご

利
用
下
さ
い
。
な
お
十
月

小ク川

未
ま
で
に
未
着
の
場
合
に

は
郵
便
局
ま
で
お
申
し
出

で
下
さ
い
。

□

0
あ
て
名
の
都
道
府
県
名

を
省
略
で
き
ま
す
。

あ
て
名
に
郵
便
番
号
を

郵
便
局
か
ら

お
知
ら
せ

高 辺

（
七
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

死

亡

者

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

小

針

賢

吉

6

5

9
主

裕

の

父

関

根

朋

記

72

ク

貞

徳

の

父

小
山
田
フ
ミ
ヨ

69

正

高

母

国

分

国

一

87

主

大

竹

代

次

61

ク

代

一

の

父

小

林

一

23

孝

次

郎

長

男

（
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

イ

ツ

48

金

一

妹

ト

ク

56

嘉

市

郎

妻

キ

ョ

86

永

一

母

車 野小

田崎針

部
落

小

高

ク
t
-叶ク岩

法
寺

竜

崎 一
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
＿

低
所
世
帯
の
生
活
維
持

と
安
定
に
資
す
る
た
め
、

こ
れ
に
必
要
な
貸
付
を
実

施
し
て
居
り
ま
す
。

貸
付
制
度

の
児
童
手
当
は
三
月
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
公
務
員
に
つ
い

て
は
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
三
公
社
に
お
い
て
直

接
、
認
定
お
よ
び
支
給
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

生
活
援
助
資
金

こ
れ
は
一
世
帯
二
万
円

ま
で
を
六
ヶ
月
間
無
利
子

無
担
保
で
保
証
人
一
人
で

貸
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

借
り
よ
う
と
す
る
も
の

は
、
地
区
担
当
の
民
生
委

員
に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の

手
続
を
指
導
す
る
こ
と
に

な
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
県
と
村
の

御
配
慮
に
よ
り
出
来
た
制

度
で
あ
り
ま
す
の
で
、
社

会
資
源
と
し
て
大
い
に
活

用
下
さ
る
こ
と
を
期
待
し

て
居
り
ま
す
。

書
い
た
郵
便
物
ば
都
道
府

県
名
の
記
載
を
省
略
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
郵
便
番
号
を
書

い
て
な
い
も
の
は
省
略
で

き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
下

さ
い
。

④
郵
便
受
箱
を
備
い
ま
し

よ
う
。

配
達
さ
れ
た
大
事
な
郵

便
物
を
破
ら
れ
た
り
亡
失

し
て
は
た
い
へ
ん
で
す
。

各
家
庭
に
郵
便
受
箱
を
備

え
て
下
さ
い
。
郵
便
局
で

は
受
箱
販
売
の
お
取
り
次

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
、

（
一
個
七
百
円
）
で
す
。

④
記
念
切
手
発
行
の
お
知

ら
せ
。十

月

1
日
調
停
制
度
創
設
五

0
年

6
日
国
際
文
通
週
間

10
日
天
皇
訪
欧
記
念

24
日
第
二
六
回
国
民
体

育
大
会

27
日
戸
籍
制
度
一

0
0

年
十

一

月

1
日
国
営
印
刷
創
業
一

0
0年

5
日
昭
和
四
七
年
用
年

賀
は
が
ぎ

十
一
月
一
日
か
ら
十
日

ま
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に

「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬

間
」
と
し
て
、
税
努
署
で

は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行

お
寄
せ
く
だ
さ
い

こ
意
見
を

申
告
納
税
制
度
が
円
滑

に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
、

毎
日
の
取
り
引
き
を
帳
簿

に
つ
け
、
そ
の
帳
簿
に
基

づ
い
て
所
得
や
税
額
を
申

告
す
る
人
に
は
、
所
得
の

計
算
上
や
、
そ
の
他
の
面

で
、
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取

り
扱
い
を
す
る
青
色
申
告

制
度
が
あ
り
ま
す
。

青
色
申
告
を
す
る
と
、

青
色
専
従
者
給
与
や
青
色

事
業
主
特
別
経
費
準
備
金

の
必
要
経
費
算
入
な
ど
、

数
多
く
の
特
典
が
あ
っ
て

税
金
が
少
な
く
て
済
む
ほ

か
、
記
帳
す
る
こ
と
に
よ

り
緑
営
の
内
容
や
資
金
の

状
況
な
ど
も
わ
か
り
、
経

営
の
合
理
化
に
も
役
立
ち

ま
す
の
で
、
青
色
申
告
を

お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

（
須
賀
川
税
務
署
よ
り
）

あ
な
た
も

青
色
申
告
を

な
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
行
事
を
通
じ
て
、

納
税
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

税
金
に
対
す
る
苦
情
や
要

望
、
職
員
の
応
接
な
ど
に

つ
い
て
の
ご
意
見
を
よ
り

多
く
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

税
法
の
改
正
や
。
税
務
署

の
仕
事
の
す
す
め
か
た
に

反
映
さ
せ
て
い
く
も
の
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ

ん
が
税
金
に
つ
い
て
日
頃

か
ら
考
え
て
お
ら
れ
る
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

、0
＞ヽ

（
須
賀
川
税
務
署
よ
り
）




